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後 2 年で長母指屈筋腱（以下 FPL）・示指深指屈筋腱（以下 FDP2）
の断裂となり筋再教育に難渋した症例を経験したので報告する。な
お , 対象者には本報告の趣旨を説明した上で同意を得ている。【症
例】80 代 , 女性 , 現病歴：左橈骨遠位端骨折受傷し掌側プレート固
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3 項目 11 種類の関節可動域訓練）の 4 章で構成した。自主練習の
それぞれに一日の目標回数を設定した。
【今後の検討課題】小冊子の導入により、リハビリ初回介入時の関
節可動域や腫脹に改善がみられるか、改善の程度と設定された自主
練習の達成率に相関があるかを調査し、運用の改善と効果的な患者
指導法を多職種で連携して検討していく。
